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- 2 0 2 4 - 2 5 年 度 国 際 ロ ー タ リ ー テ ー マ  

「 ロ ー タ リ ー の マ ジ ッ ク 」  

2 0 2 4 - 2 5 年 度 ク ラ ブ テ ー マ  

「 互 い に 親 し み ・ 広 げ よ う 交 流 と 親 睦 」  

 

週  報  第 ２ ７ ７ ７ 回  

第 ２ ７ ７ ８ 回  

２ ０ ２ ５ 年 ２ 月 １ ４ 日  

              八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  C L U B  N O . 1 5 0 7 0  

今 回 例 会 行 事          テーマ：帰国報告 

担  当：ロータリー財団委員会  卓話者：松井智世様 

次 回 例 会           テーマ：クラブ協議会 

担  当：会長・幹事          会員増強・６０周年について 
 

♦ ♢ ♦ ♢ 第 ２ ７ ７ ６ 例 会 ♢ ♦ ♢ ♦  
 

司 会  佐 々 木 俊 一  
 

「 そ れ で こ そ ロ ー タ リ ー 」  
「 た き び 」  斉 唱  
 
会 長 挨 拶     会 長  安 宅 照 男  

 

 
節 分 と い え ば ２ 月 ３ 日 と 認 識 し て い る 方

も 多 い と 思 い ま す が 、 実 は 固 定 で は な く 、
２ ０ ２ ５ 年 は 立 春 が ２ 月 ３ 日 で 、 そ の 前 日
で あ る ２ 月 ２ 日 が 節 分 に な り ま す 。 ２ ０ ２ １
年 も ２ 月 ２ 日 で 当 時 節 分 が ２ 月 ２ 日 に な る
の が １ ８ ９ ７ 年 以 来 １ ２ ４ 年 ぶ り と い う こ と
で 話 題 に な り ま し た 。 今 年 は ４ 年 ぶ り の ２
月 ２ 日 で す 。  

 
節 分 と い う 言 葉 は 元 々 、 季 節 を 分 け る

と い う 意 味 で 、 立 春 、 立 夏 、 立 秋 、 立 冬 の

前 日 を 指 し て い ま し た 。 現 在 で は 特 に 立
春 の 前 日 を 指 す よ う に な り 、 ２ 月 ３ 日 頃 に
行 わ れ る 行 事 と し て 定 着 し て い ま す 。  

 
奈 良 時 代 に は 、 陰 陽 道 の 影 響 を 受 け 、

邪 気 を 払 う た め の 儀 式 が 行 わ れ て い ま し
た 。 こ の 時 期 に 追 儺 と 呼 ば れ る 宮 中 行 事
が 始 ま り 、 邪 気 を 追 い 払 う 風 習 が 誕 生 さ
れ ま し た 。 鬼 は 、 古 代 日 本 で 災 厄 や 疾 病
な ど の 象 徴 と さ れ て い ま し た 。 こ れ を 追 い
払 う た め に 、 豆 ま き の 風 習 が 生 ま れ 、 「 魔
を 滅 す る 」 と い う 言 葉 の 意 味 も 込 め ら れ て
い ま す 。  

豆 ま き の 際 に 唱 え る 言 葉 は 「 鬼 は 外 ・
福 は 内 」 だ け で な く 、 様 々 な 言 葉 が あ り ま
す 。 「 鬼 は 外 」 と は 言 わ ず 「 福 は 内 」 と 唱
え る 例 で は 、 千 葉 の 成 田 山 新 勝 寺 、 浅 草
の 浅 草 寺 な ど が 知 ら れ て い ま す 。 こ れ ら
は ご 本 尊 の 前 で は 鬼 で さ え も 心 を 入 れ 替
え て し ま う か ら 、 「 ご 本 尊 の 前 に 鬼 は い な
い か ら 」 と い っ た 説 明 が な さ れ て い る よ う
で す 。  

 
福 だ け で は な く 、 鬼 も 招 き 入 れ る 例 も あ

り 、 奈 良 吉 野 の 金 峯 山 寺 で 「 福 は 内 、 鬼
も 内 」 唱 え 、 全 国 か ら 追 わ れ て き た 鬼 を 迎
え 入 れ 、 改 心 さ せ る と い う 意 味 が あ る そ う
で す 。 同 じ く 奈 良 の 天 河 大 辨 財 天 社 の 社
家 で は 、 鬼 を 神 と し て 迎 え 入 れ 、 食 べ 物
を 供 え て 接 待 す る の だ と い い ま す 。 豆 ま
き の 際 に 唱 え る 言 葉 は 「 福 は 内 ・ 鬼 は 内 」
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で す 。 歓 迎 さ れ 、 あ が め ら れ て い る も の と
し て の 一 面 を 示 す 例 と い え る の で は な い
で し ょ う か  

 
２ 月 の 節 分 の 行 事 と は 異 な り ま す が 、

恐 ろ し い 鬼 の 姿 で あ り な が ら 福 を も た ら す
来 訪 神 と し て 歓 迎 さ れ る も の の 一 つ に 、
秋 田 の ナ マ ハ ゲ が あ り ま す 。 ナ マ ハ ゲ を
迎 え る 家 で は 、 お 酒 や 料 理 を 準 備 し て 丁
重 に も て な す と も い い ま す 。  

 
わ が 国 に お け る 神 や 鬼 と は 、 本 来 、 一

つ の も の の 中 に 「 神 的 」 と 「 悪 鬼 的 」 と い
う ， 二 つ の 性 質 を 持 ち 合 わ せ る も の と 考
え ら れ て い た よ う で す 。 時 と 場 合 に よ り 、
善 と 悪 の い ず れ か の 性 質 を 表 出 す る こ と
で 、 あ る 時 は 神 と し て ま た あ る 時 は 鬼 と し
て 捉 え ら れ て き た と い う こ と な の で し ょ う 。  

 
節 分 に 食 べ る 恵 方 巻 き は 、 江 戸 時 代 か

ら 関 西 地 方 で 商 売 繁 盛 や 無 病 息 災 を 祈
願 し て 巻 き 寿 司 を 食 べ る 風 習 が あ り ま し
た が 、 全 国 的 に 広 ま っ た の は 昭 和 初 期 か
ら 平 成 に か け て の こ と で 、 特 に コ ン ビ ニ
で 、 こ の 習 慣 を 積 極 的 に 宣 伝 し た こ と で
広 く 知 ら れ る よ う に な り ま し た 。 現 在 で
は 、 豆 ま き や 恵 方 巻 き を 食 べ る ほ か 、 神
社 や 寺 院 で の 節 分 祭 り も 盛 ん に 行 わ れ て
い ま す 。 節 分 祭 で は 、 地 域 の 有 名 人 や 年
男 ・ 年 女 が 豆 を ま き 、 福 を 招 く 儀 式 が 行 わ
れ ま す 。 又 、 家 庭 内 で の 豆 ま き で は 、 子
ど も た ち が 鬼 の 役 を 演 じ た り す る こ と で 、
家 族 で 楽 し む 行 事 と な っ て い る そ う で す 。  

 

幹 事 報 告       幹 事  寺 沢 一 三  

 
・ ２ / ９ 地 区 大 会 へ 参 加 を お 願 い し ま す 。  
 

お 祝 い  
 
本 人 誕 生 日 ： 山 﨑 会 員 ・ 伊 藤 会 員  
 

 
結 婚 記 念 日 ： 宮 野 会 員 ・ 齋 藤 敏 夫 会 員  

 
夫 人 誕 生 日 ： 安 宅 紀 代 枝 様 ・ 葉 山 玲 子 様  

 

例 会 行 事   
 
職 業 奉 仕 委 員 会  

副 委 員 長  中 島  仁  
  
 本 日 は 谷 田 貝 会 員 に お 話 し 頂 き ま す 。
国 内 外 で 広 く 活 躍 さ れ て い て 、 色 々 な 話
題 を お 持 ち で す が 、 本 日 は 建 設 業 界 に 携
わ る 者 と し て 下 か ら 目 線 で 物 申 す 。 の テ
ー マ で お 話 頂 き ま す 。  
 
テ ー マ ： 建 設 業 界 に 携 わ る 者 と し て  

下 か ら 目 線 で 物 申 す  
卓 話 者 ： 谷 田 貝  彰 会 員  

  
今 年 は す ご く 時 代 が 変 わ る の で は な

い か と 感 じ て お り ま す 。 そ ん な 中 で 本 日
の 卓 話 を さ せ て 頂 き ま す 。 な ん と な く そ
ん な 感 じ な の か な と 思 っ て 聞 い て い た だ
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け れ ば と 思 い ま す 。  
２ ０ ２ ５ 年 以 降 の 建 設 業 の お か れ て い

る 状 況 と 専 門 工 事 業 者 目 線 で の 今 後 に
つ い て 。  

 
【 建 設 投 資 の 見 通 し ( 名 目 ) 】  
２ ０ ２ ４ 年  ７ ３ ． ５ 兆 円  
２ ０ ２ ５ 年  ７ ５ 兆 円  
２ ０ ３ ５ 年  ６ ６ ． ４ ～ ８ １ ． １ 兆 円  

プ ー チ ン さ ん が ウ ク ラ イ ナ で 戦 争 を 始
め た の が ２ ０ ２ ２ 年 ２ 月 で 、 と て も 被 害 を
受 け ま し た 。 木 材 費 が 約 ２ 倍 に な り 、 手
に 入 ら な い 物 が 出 始 め ま し た 。 ま た エ ネ
ル ギ ー 価 格 が 上 昇 し 、 そ れ に 伴 っ て 金
物 な ど 様 々 な 物 が ど ん ど ん 値 上 が っ て い
ま す 。 建 設 費 は ７ ． ５ ％ 程 ア ッ プ し て い ま
す し 、 施 工 面 積 か ら 言 う と 、 坪 単 価 が ２
～ ３ 割 上 が っ て い ま す 。 昨 年 は そ こ そ こ
忙 し く 、 今 年 の 景 況 感 は ８ 割 く ら い の 稼
働 率 と 感 じ て い ま す 。 た だ し 、 九 州 、 沖
縄 、 北 海 道 は フ ル 回 転 に な る と 思 い ま
す 。 大 き な プ ロ ジ ェ ク ト な ど は 、 建 設 内 容
の 見 直 し な ど が 増 え て い ま す 。  
 
政 府 投 資 ( 公 共 投 資 ) 建 設 投 資 に 対 す る
割 合  
２ ０ ２ ３ 年  ２ ６ ． １ ％  
２ ０ ２ ４ 年  ２ ６ ． １ ％  
２ ０ ２ ５ 年  ２ ６ ． ４ ％  
２ ０ ３ ５ 年 の 見 通 し と し て は 、 ６ ６ . ４ 兆 円
案 、 う ま く 経 済 が 回 れ ば ８ １ . １ 兆 円 と い う
数 字 が 出 て い ま す 。  
 
【 現 在 起 き て い る 建 設 業 の 状 況 】  
① 工 事 原 価 上 昇 の 為 、 大 型 プ ロ ジ ェ ク ト
な ど 長 期 に わ た り 計 画 し て き た も の は 工
事 費 が 計 画 時 に よ り ２ ０ ％ 〜 ４ ０ ％ 近 く 上
昇 し 、 発 注 者 と の 協 議 が 続 い て い ま す 。  
( 受 注 済 の 為 の 精 算 見 積 案 件 )  
 
② ２ ０ ２ ４ 年 度 以 降 に 受 注 し た 案 件 に つ
い て は 比 較 的 予 定 通 り に 進 ん で い ま す 。  
 
③ ① と ② の 実 際 の 施 工 を す る 為 、 ２ ０ ２ ６
年 度 以 降 の 工 事 量 が 増 加 す る 。  
 
④ 現 場 施 工 を す る 技 能 労 働 者 が 毎 年 減
少 す る 中 、 入 職 者 を 増 や す ( 外 国 人 技 能
者 も 含 む ) 方 向 性 と 努 力 も し て い る が 発
注 者 、 ゼ ネ コ ン 、 政 府 の 対 応 は  不 十 分
ま た は ポ イ ン ト が ず れ て い る 。  
 
【 建 設 の 今 後 ( 施 工 か ら の 見 方 ) 】  
① 技 能 労 働 者 の 推 移  
Ｈ ９ 年  ４ ５ ５ 万 人  

H ２ ２ 年  ３ ３ １ 万 人  
Ｒ ４ 年  ３ ０ ２ 万 人  
Ｒ ４ 年 ( ２ ０ ２ ２ ) は 、 ３ ０ ２ 万 人 内 ６ ５ 歳 以 上
５ １ ． １ 万 人 、 ６ ０ 〜 ６ ４ 歳 ２ ６ ． ５ 万 人 。  
合 計 ７ ７ ． ６ 万 人 ( ２ ５ ． ７ ％ )  今 後 毎 年 ７
万 人 以 上 の 引 退 が 予 想 さ れ て い ま す 。  
 
② 外 国 人 技 能 者 の 受 け 入 れ 。  
技 能 実 習 生 : 特 定 技 能 制 度  
２ ０ ２ ３ 年  技 能 実 習 制 度 の 受 入 見 込 数
( 建 設 業 ) 3 4 , 0 0 0 人 。  
２ ０ ２ ８ 年 末 で 8 0 , 0 0 0 人 増 え 、 1 1 4 , 0 0 0
人 に な る と 見 込 ま れ て い ま す 。 平 均 す る と
１ 年 に 1 6 , 0 0 0 人 位 に な る と 思 わ れ て い
ま す 。 労 働 力 不 足 が 顕 著 に 現 れ て く る の
で は な い で し ょ う か 。  
 
③ ２ ０ ２ ２ 年  建 設 投 資 額 ６ ９ 兆  
技 能 者 ３ ０ ２ 万 人 ６ ０ 歳 以 上 上 ７ ７ ． ５ 万 人  
２ ０ ２ ５ 年  建 設 投 資 額 ７ ５ 兆  技 能 者 ２ ９ ０
万 人  高 齢 者 ２ ５ ％ 以 上  
 
④ 戦 争 に よ る 急 激 な 物 価 上 昇 、 円 安 の 影
響 を 受 け 、 建 設 コ ス ト の 上 昇 に よ り 、 ２ ０ ２
２ 〜 ２ ０ ２ ５ 年 の 施 工 床 ㎡ 数 は 横 ば い 前 後
で す 。  
 
【 ま と め 】 今 後 の 施 工 問 題 点 と し て  
① 元 請 管 理 者 も 人 手 が 足 り な く 現 場 の 管
理 能 力 の 低 下 傾 向 。 現 場 で は 熟 練 技 能
労 働 者 に 頼 っ て い る が 、 熟 練 者 も 高 齢 化
に よ り 減 少 が 著 し い 。  
 
② 外 国 人 技 能 者 へ の 法 的 整 備 、 社 会 的
認 知 。  
 
③ 民 間 発 注 の 価 格 の 適 正 化 と 指 導 。  
 
④ 現 場 に よ っ て は 工 事 自 体 が 働 き 手 不
足 の 為 、 施 工 で き な く な る ケ ー ス が 出 て
く る 。  
 
⑤ G D P 、 日 本 経 済 の 発 展 に ブ レ ー キ を
か け か ね な い 状 況 に な る 可 能 性 が あ る 。  
 

海 外 か ら の 技 術 者 を ど ん ど ん 取 り 入 れ
て い か な い と 、 ま す ま す 人 手 の 不 足 を 解
消 す る 事 は で き な い と 感 じ て お り 、 実 際
そ の 様 に 動 い て い ま す 。  

 
～ ニ コ ニ コ B O X ～      ￥ 4 7 , 0 0 0 -  
 
☆ ８ ２ 歳 に な り ま し た 。  山 﨑  
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☆ ２ / ７ で ４ ８ 歳 、 年 男 で す 。 ま だ 若 い つ
も り で す が お 酒 を 飲 み 過 ぎ ず 、 体 を 労 り
頑 張 り ま す ！  伊 藤  
☆ 結 婚 し て ６ ４ 年 に な り ま す 。  宮 野  
☆ ４ ６ 回 目 の 結 婚 記 念 日 で す 。 齋 藤 敏 夫  
☆ 妻 の 誕 生 日 で し た 。 ま だ プ レ ゼ ン ト 間
に 合 い ま し た 。  安 宅  
☆ 妻 の 誕 生 日 祝 い  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 葉 山  
☆ 為 に な ら な い 話 で す が  

よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  谷 田 貝  
☆ 谷 田 貝 会 員 卓 話 楽 し み で す ☆  
日 下 部 ・ 安 宅 ・ 上 代 ・ 江 頭 ・ 中 島 仁 ・ 永 田  
佐 久 間 ・ 花 島 ・ 江 口 ・ 市 原 ・ 池 田 ・ 稲 山  
山 浦 ・ 朝 戸 ・ 中 島 貞 好 ・ 三 井 ・ 遠 藤 ・ 飯 田  
☆ 本 日 も よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  上 村  
☆ 先 週 欠 席 。  及 川  
☆ 老 い た ら 子 に 従 え ！  鈴 木 健 治  
 
～ 友 愛 B O X ～        ￥ 6 , 0 0 0 -  

 
☆ 谷 田 貝 さ ん 卓 話 よ ろ し く お 願 い し ま す  
浅 野 正 敏 ・ 植 村 ・ 寺 沢 ・ 栗 原 ・ 佐 々 木  
☆ 先 週 休 み ま し た 。 す み ま せ ん 。  杉 山  
 

♦ ♢ ♦ ♢ 第 ２ ７ ７ ６ 例 会 ♢ ♦ ♢ ♦  

地  区  大  会  
２ ０ ２ ５ 年 ２ 月 ８ 日 ・ ９ 日  

 Ｔ Ｋ Ｐ 東 京 ベ イ 幕 張 ホ ー ル  

 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R . C  
火 曜 日  八 千 代 中 央 R . C  
水 曜 日  習 志 野 R . C  
水 曜 日  佐 倉 中 央 R . C  
木 曜 日  佐 倉 R . C  
木 曜 日  習 志 野 中 央 R . C  

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ 倶 楽 部  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ 最終ｵﾘﾍﾞｰﾄ夜間 

佐 倉 商 工 会 議 所  

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館      ２ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト １ ド ル ￥ １ ５ ４ -  

 会 員  

総 数  

出 席  

対 象 者  
出 席 者  ％  

１ / 2 4  
２ / ９  

５ ５  
５ ４  
４ ５  

４ ６  
２ ７  

8 5 . 1 9  
6 0 . 0 0  

■クラブ広報委員会  委員 長 :  菊 川秀明  副委員長 :佐 久間勇治  
■欠席の際は必ず月曜日迄 に事 務局に連絡して下さい  
■例会日 :金曜日 1 2 : 3 0 ～ 1 3 : 3 0 ■例 会場 : ﾊ ﾟ ｯ ｿ ･ ﾉ ｳ ﾞ ｨ ｰ ﾀ (八千代市緑が丘 1- 1 - 1）  


